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１．はじめに 

社会情勢や，大学，学生の抱える問題の質的変

化に影響を受け，学生相談の方向性や実態は常に

変化してきている。文部省（現文部科学省）は2000

年６月に「大学における学生生活の充実方策につ

いてー学生の立場に立った大学作りを目指して

ー」という答申（広中レポート）において，大学

はこれまでの教員中心ではなく，学生中心の大学

への転換が必要と言及し，学生相談を含む，学生

に対する指導体制の充実を提言している。以来５

年経過した現在，学生相談の現場では，それらを

受けて，どのように取り組み方を変えてきている

のであろうか。 

 学生相談部門においては，各大学の組織におけ

る位置づけや，学生相談組織の構成，歴史や人員

体制，活用できる資源，対象となる学生像やそこ

でのニーズに合わせて具現化する必要があり，実

際に展開されている学生相談への取り組み内容は

各大学によって多種多様なものとなっている。 

また，今日の大学生の心理的危機感の高まりと

ともに，大学における学生相談の取り組みにも打

開の方策を求められているが，各大学において実

際にどのような活動に取り組んでいるのかについ

て大規模な調査は行われておらず，現状の把握は

困難である。 

一方，学生相談に関する展望論文に関しては，

学生相談界の動向（斉藤，2002.早坂，2003.吉武，

2004．）と学生相談の研究動向（太田，2003．小林，

2004.）と毎年のように報告がなされているが，過

去５年間の活動内容と，その流れを追った文献レ

ビューはなされていない。 

そこで，本稿では，今後の学生相談のあり方を

展望するために，2000年度から2004年度の５年間

に発表された文献から，個人面接以外の学生相談

における取り組みの動向について概観し，紹介す

る。それらを踏まえた上で，学生相談の今後の展

望を述べることを目的とする。 

本稿で対象とした文献は，学会誌においては，

「学生相談研究」「心理臨床学研究」「集団精神療

法」等であり，各関係機関発行の紀要，及び，報

告書において公開されている論文，活動報告，ま

た，各種研究協議会誌に発表された活動報告も取

り上げている。（学会誌以外で入手できた文献は，

2000年103冊，2001年105冊，2002年89冊，2003年

75冊，2004年72冊となっている。）対象とした文献

の形式は，調査研究，事例報告，活動報告など多

岐にわたり，その中で文章化されたものとなる。

そのため，本稿で入手できていない実際の取り組

みもあることが予想されるが，ご了承いただきた

い。 

その中で，今回取り上げた活動の範囲は，学生

相談を行う機関が主催し行った取り組みに限定

し，大学内の他の部署が主導し行っているものは

省いている。 

さらに，いずれの機関も重点的に力を入れてい

る狭義の個別相談，広報活動，講演会，他部署主

催の学生支援会議等については，本稿では取り上

げない。すなわち，学生相談の枠組みの中で行わ

れている個別相談以外の成長・発達支援，および

教育，相談活動を把握し，その流れを追うことと

する。 

 

２．年度別学生相談活動の動向 

 

2000年度における活動 

大阪教育大学保健管理センターは，さまざまな



岩 橋 知 子 120

意味合いでの出会いを促進するために「非構成的

エンカウンター・グループ」（３泊４日）を行い13

名の参加者を得ている。  

香川大学保健管理センターでは，従来から行わ

れていた健康診断時のUPI調査に基づく「スクリ

ーニングによる呼び出し面接」を行ったり，また

「自分つきあう，自然とつきあう，人とつきあう，

探しています，新しい自分の生き方」をキャッチ

フレーズに２泊３日（参加者10名）のエンカウン

ター・グループを実施している。また，人といな

がら自分の声を聴き，自分を取り戻す課題に挑戦

する目的で，教育としての非構成型「エンカウン

ター・グループ」を２泊３日（参加者25名）で行

っている。 

 

鹿児島大学保健管理センターは，新入生呼びだ

し面接を行っている。 

 

九州国際大学学生相談室は，気軽に立ち寄れる

「フリースペース」，「読書会」，「クリスマスパー

ティー」を催すなどのイベント方式で相談室の敷

居を低くし，認知されるよう努めている。 

その一方で，大学が行う，成績不良者・演習長

期欠席者の面接に，学生との関わり方の資料を提

出し，一部同席するなど，心理的な問題を抱え潜

在的なニーズがあると思われる対象者に対して，

積極的にコミットしていく姿勢で取り組んでい

る。 

また，注目すべき点は，「大学生活の中で困って

いることリスト」を作成し，その結果を相談室が

提供できるプログラムとフローチャートで繋ぎ，

学生がその場で活動を認識できる方略をとった

り，「学生生活とグループ活動のニーズについての

アンケート」を学生に実施している点である。ニ

ーズを汲み取り，即，学生相談につなげて認識さ

せる工夫は非常に参考になる。一方で学生だけで

なく，各大学で行っている「各種グループアプロ

ーチに関する調査」も実施している。 

 

九州大学学生生活・修学相談室は「単位取得数

の少ない学生へのアプローチ」において，単位取

得数が他の学生に比べ際だって少ないのは何らか

の不適応の表れであるとの認識で，手紙を送付す

る取り組みを行っている。 

 また，「全学共通教育を通じての一般学生への働

きかけ」や，修学のための資料を集めた「ブラウ

ジング・ルーム」を提供し，運営している。 

  

九州大学健康科学センターでは，講義を利用し

たメンタルヘルス活動として，少人数ワークショ

ップ型コミュニケーション実習を行っている。ま

た受講学生からのレポートについて，KJ法を用い

て質的分析を行い，プログラム実施上の工夫に役

立てているのは参考になる。一般学生においても

その支援モデルやシステムの開発が急務として取

り組んでいる。 

 

慶應義塾大学学生総合センター学生相談室にお

いては恒例の「コラージュとサイコドラマの集い」

グループ・ワーク合宿は参加者がなく中止し，ベ

ーシック「エンカウンター・グループ」を２泊３

日で行っている。 

 

国際基督教大学カウンセリングセンターは，キ

ャンパスで孤立感，不適応感を持つ学生のための

グループ「Group Hour」を60分間の５セッショ

ンで24名の参加者を得ている。「エンカウンター・

グループ合宿」は，自分らしさへの試みをテーマ

に２泊３日の日程で７名の参加者と行っている。

「新入生懇談会」「新入生生活調査」も，実施して

いる。カウンセリングセンター主催の「学生の健

康を考える会」は教職員対象に月１回行われてい

る。 

 

専修大学学生相談室では，３つの合宿を開催し

ている。「ヒューマン・リレーションズ・ワークシ

ョップ」の内容は自己理解のための個人作業プロ

グラムとグループプログラムで構成されている

（１泊２日，参加者８名）。「心理劇を学ぶ研修会」

（２泊３日，参加者４名），「エンカウンター・グ

ループ」（３泊４日，参加者４名）。また週１回の

「コネクションスペース」の運営，および「ティ

ーアワー」（教員と話す会）など，実践している。 

 

津田塾大学ウェルネスセンターは，メンタルヘ

ルスに関する読書会を20年来実施してきたが，本

年度をもって終了している。「就職のための自己分

析セミナー」を２日間通い形式で開催している。 

主な内容は，第1印象ゲーム，女性の働き方，面

接ゲーム，自己紹介発表会で，就職のためのスキ

ルアップを中心としている。 

 

東京学芸大学保健管理センターでは，体験ワー

クを手段とした「人間関係トレーニング」という

合宿形式の授業を行っている。授業「生活環境と

ストレス」は生活と健康，ストレス問題を扱う内
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容で開講している。 

 

東京工業大学保健管理センターにおいては，「人

間関係論/学生生活を語る夏合宿」（１泊２日，参

加者15名），「人間関係論ゼミ」というゼミ形式の

グループワークを行ったり（月１回，参加者10数

名），１年生の必修科目として「健康科学」の講義

を実施している。 

また，「教職員のための学生サポートガイドブッ

ク」を発行している。一般教職員に対して，問題

を抱える学生の理解を促したもので，扱った問題

の範囲も多岐にわたっているため教職員に真に役

に立つ有効な取り組みとなっている。 

 

日本女子大学カウンセリングセンターは，２年

前から前期「青年期と自己形成」，後期「自分らし

く生きる」という講義名で授業を行っている。 

 

弘前大学保健管理センターでは，「私って何

者？」をキャッチフレーズに２泊３日でグループ

合宿を開催している。自己表現の時間と，自分を

みつめる時間を中心にプログラム構成されてい

る。 

 

広島市立大学学生相談室では，「エンカウンタ

ー・グループ」（１日）を行い，自分自身をみつめ

る機会をつくるため，また，対人関係がぎこちな

い学生に対して小集団での自己開示経験をもつこ

とを目的に，自己紹介，名札つくり，２人一組イ

ンタビュー，コラージュ，ティータイムという内

容で参加者５名に対して行っている。また，単発

のイベントとして，カウンセラーも参加して，試

食を含めた４時間の「料理教室」を４名の参加者

に対して行うなど，デイケア的な生活支援策もみ

られる。 

 

広島大学総合科学部学生相談室では，研究室内

で「構成的エンカウンターグループ」を，大学院

生に２泊３日で実施している。研究室単位の集団

に対して学生相談組織がいかにコミットしていく

かという，興味深い試みを行っている（参加者12

名）。また，「オープンフライデー」（目的は自己理

解，自己確立，対人関係の発展）のグループを毎

週90分，年間28回実施（参加者35名）。「土曜友の

会」は毎月１回３時間，卒業生や社会人にも開放

し，年間12日，参加実数24名延べ76名参加で行わ

れている。「土曜友の会エンカウンターグループ」

は年１回３泊４日で，参加者49人で行われている。  

福岡教育大学保健管理センターでは，臨床心理

学に興味がある学生を集め，２週に１回，「読書会」

を行っている。また，教養科目「こころと身体の

健康科学A・B」では前期後期を通して，「アイデ

ンティティについて考える」，「自分自身を知る」，

「コミュニケーションを円滑に行うために」，「ア

サーショントレーニング」というテーマで講義を

行っている。「歩こう会」（毎日昼休み40分程，大

学周辺をウオーキング）を開始する（参加者１名）。 

 

武蔵大学学生相談室では，学生が自分自身の自

己表現スタイルを把握し他者との関係に活かすた

めに，また，学生がグループに参加し他の学生や

スタッフと交流することによって人間関係を広げ

るきっかけを提供する目的で，「アサーション・ト

レーニング」90分を年２回実施している（参加者

２名）。また，休憩，仲間つくり，相談を迷ってい

る学生，日常的支えの場，悩まない学生という幅

広い対象を視野に入れた，「コミュニケーションス

ペース」の運営，活性化に努めている。また，「い

っしょにlunch」では，４月の新学期期間に４日，

昼休みに昼食をともにする取り組みがなされてい

る。また，「ビデオを観よう会」は120分２セッシ

ョン行われている。また，「年間単位取得数10単位

未満の学生および復学・再入学学生への呼びかけ」

として，学生相談室のパンフレット，相談を促す

書類を郵送するなどの取り組みも見られる。 

 

明治学院大学学生相談センターでは，週１回昼

休みに友達作りを目的とした「アクティビィティ

グループ」を行っている。 

 

2001年度における活動活動 

愛媛大学保健管理センターでは，「学生と社会人

との交流合宿」を平成９年から１泊２日で実施し

ている。主な活動内容は，登山，自然観察，史跡

めぐり，アウトドアクッキングである。本年度参

加者は17名となっている。 

 

九州国際大学学生相談室では，キャンパス・ト

ータル・サポート・プログラム３年目にあたる。

UPI検査を施行し，精神的に不安定な状態にある

と判断された学生に対し，カウンセリングを行っ

たり，「心の健康チェックキャンペーン」として，

待合室に心理検査コーナーやリラクゼイション教

室を設置し，45名の参加者を集める。また，曜日

ごとに担当者，テーマを決めたグループ（「心の映

画会」参加６名，「レディース・デイ」参加４名，
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「茶話会」参加５名，「教職課程グループ」参加４

名，「リーダースグループ」参加12名，「読書会」

参加５名）を行うなど，活動の幅を拡大している。 

 

九州大学健康科学センター（福盛ら）は，WITH

活動として，学生のQOLを高めるために，学生自

身が共に学びあう創造の場として保健管理施設を

機能させる必要があるとして，活動領域を３つに

分ける提案を行い，①Component Relax(運動・

趣味を通したリラックス・癒し：具体的には「ア

ロマタイム」や「漫画クラブ」など)，②Component 

Share（体験の共有，相互学習：1981年より続け

ている「サイコリトリート」（たまり場）の運営と，

主にそこを利用している病を抱える学生の「親の

会」の運営，③Component Skill スキル獲得を

目的としたグループ（アサーショントレーニング，

就職のためのスキル・トレーニング，ダイエット

グループ，「心理健康学」講義等と位置づけ実践を

行っている。 

 

慶應義塾大学学生相談室では，エンカウンター

グループを２泊３日，参加者10名と共に行ってい

る。 

 

国際基督教大学カウンセリングセンターでは，

エンカウンター・グループ合宿2001＜自分らしさ

への試み＞２泊３日参加者９名を得ている。集団

での不適応感のある学生の継続型グループ

「Group Hour 2001」では１セッション60分で，

春学期と冬学期は５セッションを１クール，秋学

期は７セッションを１クールとし，参加者春学期

７名，秋学期４名，冬学期３名を得ている。個別

相談との併用の形であり，個別相談の体験を踏ま

えつつ，より対人的な場への挑戦として，グルー

プを位置づけ，自己理解や相互理解を深める学生

の支援が行われている。また，対象者を摂食障害

に限定した自助グループ「Eating Disorders 

Group」60分７セッションのグループも実施して

いる。「新入生懇話会」および「Open House」，「新

入生生活調査」も引き続き行っている。 

 

国際基督教大学高等臨床心理学研究所（小谷ら）

は，実験グループではあるが，青年期アイデンテ

ィティグループを構成し，非臨床群つまり，一般

学生の攻撃性の取り扱いや，青年期人格発達危機

に対する予防的集団精神療法として，「青年期アイ

デンティティグループ」を開発・実践し，技法構

成を積み重ねている（小谷他，ジェイムス他2004，

西村他2004，ジェイムス他2005）。本年度は，「青

年期アイデンティティグループ」のメンバー５人

に対し，３日間９セッションを施行している。(主

セッション55分，休憩５分後，フィードバックセ

ッション30分)。 

 

専修大学学生相談室では，３つの合宿を開催し

ている。「ヒューマン・リレーションズ・ワークシ

ョップ」（２日通い形式，参加者５名），「心理劇を

学ぶ研修会」（１泊２日，参加者５名），「エンカウ

ンター・グループ」（２泊３日，参加９名）である。

また「ティーアワー」では，先生と気軽に話そう

というテーマで，50分12回12人の教員と語る場を

設定している。また，毎週１回の，「コネクション・

スペース」の運営にも力を注いでいる。 

 

東海学園大学保健室では，「大学生のサイコリト

リートスペース」として，空き時間に学生たちが

どこを居場所としているのか，居場所的空間には

どのような要素があるのかについて調査し報告し

ている。 

対象者の73％が学内に友人と出会える場を持

ち，57％がくつろげる場を，35％前後の学生が居

場所を求めていることがわかり，また，そこには

安息の場，また，安全に自己表現できる（自他認

知・成長確認）の場を，また，教職員との関わり

を望んでいることが明らかになっている。 

 

東京学芸大学保健管理センターでは，「アルカデ

ィア」と呼ぶ居場所（フリースペース）の運営を

行ったり，また，学生主催自主ゼミ「精神保健ゼ

ミ」（隔週１回）や，心理学，精神医学，社会学，

文化人類学などの見地から幅広いテーマで自主ゼ

ミ「木曜会」を行っている。「非行犯罪心理研究会」

（自主ゼミ）も開催している。また，関西大学，

桜美林大学を中心とした３大学合同合宿を年１回

開催している。 

 

東京工業大学保健管理センターでは，「人間関係

論/学生生活を語る」夏合宿１泊２日を８名の参

加者と行っている。その内容は，ソーシャルスキ

ルアップや心理成長を促すプログラムで構成さ

れ，身体ほぐし，描画による自己点検と，他者と

の交流を活性化させる内容構成である。 

また，個別相談を受けている学生に対して，対

人関係を広げていく１つのステップとするため

に，「人間関係論」をテーマにゼミ形式のワークシ

ョップを行っている。「人間関係論」をはじめ講義



個別相談以外の学生相談活動の最近の動向 123 

も担当している。「カウンセリング懇談会」は，年

２回，教職員約80名を対象に開催している。 

 

東京大学学生相談所では，「夏の短期グループセ

ミナー」を２日間通い形式で行い（参加者14名），

進路・修学や対人関係の教育的なプログラムとし

て位置づけている。また，アサーションセミナー

を２日隔年で開講し，25名の参加者と共に行って

いる。 

 

名古屋大学学生相談総合センターでは，「１・２

年次生への適応援助体制についての連絡会」を年

１回，特に新入生への各学部への適応促進の工夫

について，現状と今後のあり方を検討する目的で

開催している。 

 

日本女子大学カウンセリングセンターは，自己

理解の促進と心の発達援助，学生相談活動の理解

を目標として，前期，後期を通して授業を行って

いる。 

また，グループ合宿として，「アサーション・ト

レーニング」(１泊２日，参加者23名)，「エンカウ

ンター・グループ」（２泊３日，参加者７名），さ

らに，「就職のための自己分析セミナー」の定期的

開催や，「リラクセーションとアロマセラピー」，

「性格診断テスト」など，単発の月例グループも

開催している。 

 

日本大学学生相談室では，２泊３日で「コミュ

ニケーションセミナー」を実施し対人コミュニケ

ーションのスキル向上を目指して，構成的なグル

ープワークを46名の参加者と共に行っている。ま

たUPI調査を実施し，5140名の学生の結果を個人

通知し個人の気づきを促している。 

 

広島大学総合科学部学生相談室では，ピアサポ

ートルームを４月から設置し，ピアサポーターの

育成，支援，ケアに取り組んでいる。 

また，学生の自己理解，自己確立や対人関係発

展ため，引き続き「オープンフライデー」を毎週

１回90分間実施し，年間参加者の実数は76名を数

えている。「土曜友の会」は，月１回３時間，在学

生，卒業生，社会人にも門戸を広げて開催し，実

数21名，延べ参加者数83名，平均７名のグループ

となっている。「土曜友の会エンカウンターグルー

プ」は夏休み期間中３泊４日で10名の参加者と行

っている。 

 

福岡教育大学保健管理センターでは，カウンセ

リングを受けるニーズはないものの，心の問題に

興味があるという学生４名を対象に，隔週で「読

書会」を継続している。授業「こころと身体の健

康科学B」は後期開講している。 

 

武蔵大学学生相談室では，新入生向けの「心の

オリエンテーション」を年３回開催，「ストレスと

上手につきあう方法」を年２回いずれもグループ

ワーク形式で行っている。コミュニケーションス

ペースの運営（利用者数1596名）も引き続き行っ

ている。 

 

桃山学院大学学生相談室は，「心理教育自己表現

セミナー」で，アサーショントレーニング入門（90

分４回セッション，参加者4名）を実施している。

また，「自律訓練法入門セミナー」（５～10名参加）

を年２回実施している。また，月２回昼休み50分

間に，「ティーアワー（雑談会）」というオープン

グループを実施したり，「性格検査週間」，「職業興

味検査週間」も設けている。また「フリースペー

ス」も提供している。 

 

山口大学学生相談所では，１泊２日の日程で参

加者10名にカラー・ワークやボイス・ワークを内

容とした「出会い合宿」を行っている。 

 

2002年度における活動 

岩手大学保健管理センターでは，「健康クラブ」

の中で，週２回90分の「太極拳教室」を2001年よ

り学生・職員向けに健康教育・増進活動の一環と

して63回（延べ参加者323名）開催し，本年度は新

たに詩吟教室も開講している。 

 

愛媛大学保健管理センターでは，「学生と社会人

との交流合宿」を本年度も１泊２日で実施してい

る。主な活動内容は，登山，自然観察，史跡めぐ

り，アウトドアクッキングである。本年度の参加

者は17名である。 

 

岡山県立大学短期大学部（山本）は週１回90分

のゼミ，12回の中で，７名の学生に対し「エンカ

ウンター・グループ」（ひとりじゃないよ。みんな

で話そう会）を行い，その成果を報告している。 

 

香川大学保健管理センターでは，「エンカウンタ

ー・グループ」（自分とつきあう，自然とつきあう，

人とつきあう）を行い８名の参加者を得ている。  
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九州国際大学学生相談室では，新しい試みとし

て「キャリアについて考えるワークショップ」を

開催している。 

 

九州大学学生生活・修学相談室では，福留が予

防的アプローチとして，授業の中で描画法を施行

し，施行後の変化についても調査している。また，

「各学部の修学支援の取り組みと課題についての

シンポジウム」を開催したり，2000年に立ち上げ

た「女子学生のグループ」(週１回90分１クール８

セッション)を継続実施している。また，「学び方

を学ぶワークショップ」の開催や，「単位取得数の

少ない学生へのアプローチ」として年２回手紙を

送付する取り組みを行っている。全学教育を通じ

ての一般学生への働きかけにも力を注ぎ，教養科

目「人間関係の科学」２コマ，「社会生活における

対人関係」１コマ，少人数ゼミナール「こころの

世界を考える」等を実施し受講生の合計は1123名

を数えている。また，「ブラウジング・ルーム」の

運営も引き続き行っている。 

 

慶應義塾大学学生総合センター学生相談室で

は，「グループアワー『心』を訪ねてぶらり旅 カ

ウンセラーからのメッセージ」を90分セッション

で９回実施し，延べ参加者60名となっている。 

 

恵泉女学園大学カウンセリングルームでは，従

来からのUPIテストの実施と，スクリーニング面

接を引き続き行っている。 

 

神戸女学院大学学生相談室は，女子学生の進路

選択の援助の目的で，３年生を対象に「キャリア・

グループ」を開催している。内容は，VIP職業興

味検査，自己紹介，ファーストインプレッション

の話し合い，グループワーク，先輩からのアドバ

イス等を盛り込み，１日のセッションを５回開い

ている。参加者は75名であり，効果の検証も行っ

ている。 

 

駒沢大学学生相談室では，２泊３日の「第10回

エンカウンター・グループ」（11名参加）を開催し

ている。 

 

専修大学学生相談室では，先生と気軽に話す「テ

ィーアワー」を13回企画し，延べ108名参加してい

る。また，「コミュニケーションワーク」２日間の

プログラムへの20名参加をはじめ，「アサーショ

ン」（自己表現トレーニング）の２日間のワークに

12名参加，「エンカウンター・グループ」２泊３日

には10名参加というように，３つのワークショッ

プを開催している。さらに「自分色発見」（パーソ

ナルカラーを見つける）セミナーでは，自分をみ

つめることからパーソナルカラーを見つける流れ

で内容構成され，年１回２時間22名の参加を得て

実施されている。 

 

東京工業大学保健管理センターでは，「人間関係

論/学生生活を語る」夏合宿１泊２日を12名の参

加者と行っている。その内容は，ソーシャルスキ

ルアップや心理成長を促すプログラムで構成さ

れ，身体ほぐし，描画による自己点検と，他者と

の交流を活性化させる構成である。また，個人相

談を受けている学生に対して，対人関係を広げて

いく際の1つのステップとするために，「人間関係

論」をテーマにゼミ形式のワークショップを行っ

ている。また「人間関係論」をはじめ講義も行っ

ている。「カウンセリング懇談会」は，年２回，教

職員約80名を対象に開催している。 

 

東京学芸大学保健管理センターでは，「アルカデ

ィア」と呼ぶ居場所（フリースペース）の運営を

行っている。また，学生主催自主ゼミ「精神保健

ゼミ」（隔週１回）や，心理学，精神医学，社会学，

文化人類学などの見地から幅広いテーマで検討し

あう，自主ゼミ「木曜会」も行っている。また，

「非行犯罪心理研究会」（自主ゼミ）も継続してい

る。関西大学，桜美林大学を中心とした３大学合

同合宿を年２回開催し，学生が自主的に企画運営

している。詳細については記載されていない。 

 

名古屋大学学生相談総合センターでは，予防的

な取り組みの一つとして，「１・２年次生への適応

援助体制についての連絡会」を年１回２時間行っ

ている。 

 

日本女子大学（青木）は，心理学の授業中に文

章完成法を用い，自己理解と他者理解を促進する

ためのかかわりを行っている。 

 

日本女子大学カウンセリングセンターでは，グ

ループ合宿「アサーションセミナー＋就職のため

の自己分析」を１泊２日で行い，参加者９名を得

ている。また，「就職のための自己分析セミナー」

を，昼休みに７回開催し，各種グループ「映画ク

レヨンしんちゃん鑑賞会」「星と波テスト」「一人

暮らしを考える」「コラージュセミナー」など，さ
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まざまな単発のイベント的グループを企画してい

る。 

 

日本大学学生相談室においては，対人コミュニ

ケーションのスキル向上を目指し，２泊３日で「コ

ミュニケーションセミナー」という構成的グルー

プワークを60名の参加者と行っている。また，日

本大学では，学部別学生相談体制を敷き，学部単

位で担当カウンセラーを割り当てるという独特な

取り組みが行われている。 

 

広島大学総合科学部学生相談室では，ピア・サ

ポート・ルームへの取り組みが行われている。 

 

福岡教育大学保健管理センターでは，「イメージ

療法ワークショップ」（月１回90分）を導入してい

る。また，「歩こう会」を継続している。こころの

病を抱え修学中の学生は，運動不足の人も多く，

また，学内に恒常的なかかわりを維持していくこ

とが難しいことから，毎日昼休みに40分程度，学

内や大学周辺のウォーキングを行い関わりを持ち

続けている。参加者は継続者１名と，参加者数名。

授業「こころと身体の健康科学A・B」は前期・

後期通して開講している。 

 

福岡大学ヒューマンディベロップメントセンタ

ーでは，「なりたい自分探しセミナー」として，キ

ャリアコラージュによる自己表現や，VPI「職業

興味検査」による職業と性格傾向分析等を，４時

間で３日間実施し，６名が参加している。「なりた

い自分探しセミナー：後続グループ，木曜会」は，

サポートグループとして行っており，昼休みを利

用して６回，延べ25人が参加している。 

 

武蔵大学学生相談室では，学生OBによる「大

学生活お助け講座」を２日間行い，履修登録のポ

イントや，授業の受け方＆居場所作りのポイント

をテーマに開催している。また，「コミュニケーシ

ョンスペース」も開いている。 

 

明海大学学生相談室では，学生支援室とともに，

学生そのものを重要な資源として「ピアサポート

セミナー」を実施し，その中で，サポーターであ

る学生の成長という副次的な効果が報告されてい

る。 

 

山形大学保健管理センターでは，「映画を活用し

たグループセミナー」を試み，年間27回203名参加

している。プログラムは映画鑑賞，解説，座談会，

感想文の提出という流れになっている。感想文に

は，他者理解や，自己理解の向上に関する内容が

多数を占めたが，オープングループのフリーメン

バーでは，感想意見の表明にとどまり，相互のコ

ミュニケーション段階まで発展しにくい点が認め

られている。 

 

山口大学学生相談所では，「出会い合宿」を開催

し，学生14名対象に，１泊２日で構成的エンカウ

ンター・グループを行っている。 

 

横浜国立大学保健管理センターでは，「学生支

援・ソリューションプログラム」を用いた合宿が

２泊３日で行われ，約20名の学生が参加している。 

 

2003年度における活動 

岩手大学保健管理センターでは，健康クラブの

中で，「太極拳教室」（週２回２時間半延べ495名参

加），「詩吟教室」（不定期開催学生１名職員１名の

参加）を行っている。「第13回自己理解・他者理解

のためのグループ体験合宿」は１泊２日，参加者

５名である。構成的エンカウンター・グループに

よるエクササイズの設定，参加を通して自己開示，

他者理解を深めていくものとなっている。 

 

岡山県立大学短期大学部（山本）は，対人援助

の授業の履修生48名に対し，グループ形式の自己

解決志向型発達カウンセリングアプローチ（イン

スー・キム・バーグのブリーフ・セラピーをベー

スに，Iveyの発達心理療法取り入れた理論構成の

アプローチ）を60～90分，３～４回実施し，報告

している。 

 

追手門学院大学では，新１年生のための適応支

援を目的に春学期に「新入生演習」が導入されて

いる。 

 

香川大学（宮脇）は，「簿記・会計ワークショッ

プ」を週１回90分実施している。参加学生を募り，

一定の約束事（時間・課題等）の中で，学生に自

分を主張でき，人と触れ合う場を提供している。

約束事を守りながら，小さな成功体験を重ねてい

くことで，自分への信頼と自信，他社との信頼関

係の築き方を覚え，弧から個へ，移行し，次第に，

個と集団のバランス感覚を身につけていく事をね

らいとしている。 
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北里大学保健管理センター（森平）は，調整的

音楽療法（RMT）グループを，週２回50分のセ

ッション（音楽聴取10～20分，教示・分かち合い

30～40分）を24回にわたって４名の参加者に行い，

主に緊張感の調整に効果を認め，その報告を2003

年に行っている。この活動は数年来行っていると

の記載がある。 

 

九州大学学生生活・修学相談室では，修学・進

路・就職などの情報提供，学生生活に関するアド

バイスを高年次の学生が低年次の学生に行う，「ピ

ア・アドバイス活動」の運営を開始している。ま

た，「１・２年生を対象としたグループ」は週１回

90分を12回行っている。参加者は０～５名程度，

安心して人と交流できる場を提供することを目標

としている。また「学び方を学ぶワークショップ」

では，90分３回シリーズで行われ，動機づけのあ

る学び，効果的な学び，積極的な学びをテーマと

して行われ，１年生４名が参加している。「単位取

得数の少ない学生へのアプローチ」として，５月

12月の年に２回，個別に手紙を出す形式で関わっ

ている。１年間268通送付し，毎年，この手紙を契

機とし，自主来談する学生も一定数あり，意義の

ある取り組みとなっている。全学教育を通じての

一般学生への働きかけとして，前期に３コマ，個

別教養科目「人間関係の科学」，高年次教養科目「社

会生活における対人関係」，後期に４コマ，個別教

養科目「人間関係の科学」，少人数ゼミ「こころの

世界を考える」等を実施し，総計935名が受講して

いる。学生生活のさまざまな領域の情報閲覧が可

能な「ブラウジング・ルーム」の運営管理も行っ

ている。 

 

九州大学健康科学センター（峰松ら）は，

「Family Support Group」（病を抱える学生

の親の会）の運営方法や，内容，効果を報告し，

保護者をいかに支援するかという関係者支援活動

にも力を注いでいる。 

 

国際基督教大学カウンセリングセンターでは，

本年度は「エンカウンター・グループ」は実施で

きず，集団での不適応感のある学生の継続型グル

ープ「Group Hour」は秋学期60分５回延べ18名

の参加者と行っている。「新入生懇話会」（11名参

加）および，「Open House」，「新入生生活調査」

は引き続き行っている。初めて「自己理解のため

のワークショップーMBTIを利用して」を導入し

ている（２回開催延べ11名参加）。また，学生と教

職員の相互交流の場を年に２回設定している。 

 

駒澤大学学生相談室では，「エンカウンター・グ

ループ」を２泊３日で行い，参加者11名を得てい

る。 

 

専修大学学生相談室では，先生と気軽に話す「テ

ィーアワー」を５人の教員を招き５回企画し，延

べ77人参加している。また，３つのワークショッ

プ「コミュニケーションの仕方を学ぶ」（２日間の

プログラム17名参加）をはじめ，「よりよき自己表

現を学ぶ」（アサーション・トレーニングの２日間

のワーク21名参加），「エンカウンター・グループ」

（２泊３日，10名参加）がある。「自分色発見！パ

ーソナルカラーを見つける」は，自分をみつめる

ことを目的として開催され，年１回ではあるが，

120分31名の参加者と行っている。 

 

東京学芸大学保健管理センターでは，「アルカデ

ィア」と呼ぶ居場所（フリースペース）の運営を

行っている。また，学生主催自主ゼミ「精神保健

ゼミ」（隔週１回）や，心理学，精神医学，社会学，

文化人類学などの見地から幅広いテーマを扱う

「木曜会」を行っている。また，関西大学，桜美

林大学を中心とした「３大学合同合宿」を年３回

開催している。いずれも学生が企画運営している。 

 

東京工業大学保健管理センターでは，「人間関係

論/学生生活を語る」夏合宿を２泊３日８名の参

加者と行っている。「人間関係論ゼミ」はゼミ形式

のグループワークで１～２ヶ月に１回実施し，毎

回数名から10名程度参加している。講義として，

「人間関係論」を前期に受講生数10名に行ってい

る。また後期には「健康科学」を保健体育の先生

方に加わり，カウンセラーが１回担当している。 

 

東京都立大学学生相談室では，心の健康増進教

育活動の一環として，「講義」，「作業」，「体験学習

―感受性訓練」，「エンカウンター・グループ合宿」，

「サイコドラマ」，「ロールプレイ」を行い，「ピア

カウンセラー，パラカウンセラーの養成」，「能力

開発カウンセリング（自己理解と他者理解のため

の集中的合宿，グループ・カウンセリング，課題

グループ，基本的な学習技能の訓練）など，行わ

れているようである。対象者や，回数，目的など

は記載がなされていない。 

 

東洋大学学生相談室は，適応が困難な学生への
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多様な支援の一環として，宿泊型面接外支援「夏

のコミュニケーショングループ」と併用していく

試みを検討し，学内の多分野の協働や人的ネット

ワークづくりにも波及する，学生相談活動の有効

な方策となりうることを報告している。 

また，「心理テスト週間」を３回企画し（206名

参加），また「ストレスチェック週間」も３回企画，

実施（162名参加）している。さらに，アサーショ

ンやフォーカシングを内容とした，「対人関係の問

題を１年通して長期間で取り組むグループ」（年間

21回延べ291名参加），「就職の問題を短期間で取り

組むグループ」（８回延べ35名参加），アートセラ

ピーを中心とした「性格と生活の問題を短期間で

取り組む体験グループ」（５回延べ50名参加）を行

う一方，エンカウンター・グループを土台にした，

「夏のコミュニケーショングループ」（２泊３日，

35名）も開催している。その中では，フリーセッ

ション，野外料理，アートセラピー，パーティセ

ッションなどを催している。 

 

名古屋大学学生相談総合センターでは，予防的

な取り組みの一つとして，「１・２年次生への適応

援助体制についての連絡会」を年１回２時間行っ

ている。 

 

日本大学コミュニケーションセンターでは，「学

生相談研修会」として，教職員対象の３泊４日の

研修会を年２回主催している。教職員延べ参加者

73名に対し，相談実習11セッションと，講義で構

成されている。また，学生向けには，２泊３日の

「コミュニケーションセミナー」を行い，76名の

参加者を得ている。他者との共同作業や自己表現

を体験し，コミュニケーションの円滑化を図り，

卒業後の積極性を養う目的で行われている。 

 

広島修道大学学生相談室では，集団教育プログ

ラムとしての「エンカウンター・グループ」を理

論的・技術的な基盤としながら，「談話室」の運営

や，セミナー合宿，対人関係研修会，授業を行っ

ている。 

 

福岡教育大学保健管理センターでは，「こころと

身体の健康科学A・B」は前期・後期開講してい

る。「イメージ療法ワークショップ」は月１回80

分実施している。 

 

福岡大学ヒューマンディベロップメントセンタ

ーでは，海外留学予定学生の11名に90分で「留学

生のためのメンタルサポートセミナー」を行って

いる。また，「なりたい自分探しセミナー」（１回

５時間６名参加），「コミュニケーションセミナー」

（５回100分枠，参加者延べ35名），「心と身体のセ

ミナー」（４回100分枠，延べ参加者20名），自由参

加のオープングループ形式，新入生歓迎企画「ラ

ンチタイムをご一緒に」（昼休み４回，述べ参加者

21名）をそれぞれ開催している。「サポートグルー

プ」はクローズドグループとして行われ，２回延

べ参加者12名である。さまざまなグループを運営

し，充実させている。 

 

武蔵大学学生相談室では，以下の６つに分類さ

れた広い対象者を抱えていけるような「コミュニ

ケーション・スペース」の運営を心がけている。

その分類は次のとおりである。①大学への適応に

困難をかんじている学生の休憩場所②仲間づくり

の場所③面接を受けるかどうか迷う学生に機会を

与える④行事に参加した学生の交流の場⑤面接を

受けている学生の日常的な支えの場⑥悩めない悩

みを言語化できない学生に対応する場。本年度利

用者数4116名と利用者数は増している。 

また，前年度取得単位10単位未満の学生に対す

るパンフレット送付を1995年から行っている。学

生の状況，心情，理由，個人情報の保護の点から，

見直しを行い，対象者を厳選し，学生宛にあえて

簡素な文面で送付するという取り組み内容の変更

を行った上で，86名に送付し，そのうち，１名の

学生の自主来談を得ている。 

 

山梨英和大学カウンセリングセンターでは，「新

入生生活調査」による面接希望者の発掘，「ヨガ講

座」，「箱庭体験」，「お好み焼きパーティー」，「丹

田呼吸法講習会」など各種イベントや単発のグル

ープカウンセリングを行っている。また，新入生

必修の「全学教養演習」のうち，人間関係，自己

表現ワークを，カウンセラーが１時間授業として

行っている。 

 

横浜国立大学保健管理センターは，ソリューシ

ョンプログラムを，学生相談に取り入れ，グルー

プ合宿，就職面接トレーニングにも活かしていく

試みを発表している。 

 

和歌山大学保健管理センターでは，「引きこもり

回復支援プロジェクト」と称し，引きこもりや不

登校を支援する学生の自助グループを立ち上げて

いる。全引きこもり学生の43％に関与し，そのう
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ちの85％が卒業し，社会参加可能な状態までに回

復したと報告している。 

 

2004年度における活動 

東京都立大学学生相談室では，心の健康増進教

育活動の一環として，「講義」，「作業」，「体験学習

―感受性訓練」，「エンカウンター・グループ合宿」，

「サイコドラマ」，「ロールプレイ」を行い，「ピア

カウンセラー，パラカウンセラーの養成」，「能力

開発カウンセリング」（自己理解と他者理解のため

の集中的合宿，グループ・カウンセリング，課題

グループ，基本的な学習技能の訓練）など，行わ

れている。対象者や，回数，目的などの記載はな

い。 

 

広島大学保健管理センターは，学生の自殺のプ

リベンション，インターベンションだけでなく，

ポストベンションに関しても，学内に及ぼす影響

の大きさから，関わり方の構築が必要として，そ

のための学生支援ネットワーク，自殺予防プログ

ラムの計画実施など，具体的方策を研究し，取り

組みに力を注いでいる。 

 

名古屋大学学生相談総合センターでは，予防的

な取り組みの一つとして，教職員対象に「１・２

年次生への適応援助体制についての連絡会」を年

１回２時間行い意見交換を行っている。 

 

福岡教育大学保健管理センターでは，「こころと

身体の健康科学A・B」は前期・後期開講してい

る。「イメージ療法ワークショップ」は月１回80

分実施している。 

 

2004年に行われた活動報告はまだ十分に発表さ

れていない現状がある。 

 

３．まとめと展望 

 

（１）グループアプローチ 

国公立大学においては，1970年代から合宿形式

の非構成的エンカウンター・グループを取り入れ，

実施している大学が少なくない。そして，その多

くの実績を踏まえた，研究成果が報告されている。

この５年間においても，合宿形式のエンカウンタ

ー・グループは多くの大学で実施されていること

がわかった。 

しかしながら，実施している大学の実態として，

宿泊日数の短縮化，参加学生数の減少傾向を認め，

なかには，継続を断念せざるを得ないグループも

出てきている。つまり，他者とのふれあいや自分

探しを目的に提供する枠組みに，自主的に参加す

る学生は，年々減少の一途をたどっていることが

本稿をまとめるにあたり明らかになった。 

人とともにいて傷つくことに対する極端な不安

感から，人と関わることを恐れ，人との深いレベ

ルでのふれあいを回避して，孤立していく傾向は，

病や問題を抱えた学生に限らず，一般学生におい

ても顕著に認められる。 

大学から引きこもる学生にどうアプローチして

いくのかという課題と同様に，学生という受け身

の立場での通学はできても，社会人として積極性

や社会性を発揮しながら，人と交流することには

大きな隔たりが存在する学生は多い。大学を卒業

しても社会参加の道を踏み出せず，就職すること

ができない学生群に対する課題は，大学における

看過できない悩ましい難題となっている。 

そこには，意識レベルにはニーズのない，多く

の一般学生の潜在的なニーズをどう掘り起こして

いくのかという矛盾した問題が浮かび上がる。 

 

個別相談と比較した場合，グループ，授業とい

う複数の対象者に対するアプローチは，予防的・

治療的視点からみても効率がよく，エンカウンタ

ー・グループだけでなく，バラエティに富んだ技

法理論を取り込んだグループ活動が，一層，普及，

展開していく方向にあるのではないかと予想して

いた。しかし，現実には，限られた少数の大学の

先進的な取り組みがあるだけで，プログラムの検

討，開発の急務が提言されるに留まっている。 

 

また，現在行われているグループアプローチに

ついては，居場所的空間の運営，対象限定の治療

的グループ，体験型成長促進グループ，イベント

形式出会いサポートグループ，心理教育的グルー

プ（授業を含む）に分類可能であることがわかっ

た。各大学において，この５層のプログラムが，

大学の特色に見合った形で提供され，多様な学生

の心理的ニーズの受け皿となることが，学生相談

活動の理想的あり方と思われる。 

しかしながら，学生相談の現場においては，個

別相談の増加，重症化傾向による，学生への対応

に追われ，現実的に数層のグループ活動を提供で

きる程の時間的，人員的余裕のない現状があると

思われる。 

つまり，学生相談におけるグループアプローチ

の明確な方向性は定まらないままであり，多くの
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大学では，学生の多様な相談に有機的に対応でき

る新たなシステムのあり方を，模索している段階

にあるといえる。 

 

（２）その他の活動 

その他の活動としては，大きく関係者支援や，

学内連携がある。一般教員の研修，ピアサポート

学生の研修などを企画している大学も少しずつ増

加してきている。すなわち，学内の貴重な人的資

源である学生や教職員とともに，大学全体でサポ

ート体制を敷くための研修機関としての役割を，

学生相談部門が担っていくという１つの明確な方

向性があることがわかった。しかし，教員には，

学術的知識を学生に与え指導していく役割と立場

がある。カウンセリング的な対応を行う教員が増

えることが，学生の教育，成長に必ずしも必要と

も言えないであろう。車の両輪のように，学生を

時に厳しく現実的に指導していく教育の専門家と

学生相談従事者の協働によって，学生の成長・発

達を押し進める効果が薄まる意味において疑問が

残る。教職員や関係者間の連携，連絡会の推進が

現実的で妥当な取り組みといえるのではないかと

思われる。 

 

大多数の一般学生にとっても有益な学生相談活

動の展開に向けて，積極的に心の成長・促進活動

を仕掛けていく“動的”側面は今後益々重要視さ

れるであろう。その一方で，学生相談の中心的な

業務として従来から行われている個別相談活動に

は，一人一人の心の状態に応じた，学生の心の成

長・発達の支援，主体性の獲得や自己確立の援助

という学生相談の原点ともいえる“止まる（待ち

の）”側面が極めて重要であり，この“動と止”の

バランス感覚の維持が，学生相談従事者に求めら

れているといえる。 

 

４．課題 

 

今回，学生相談の動向をまとめるにあたり，文

献を通して多くの先達の地道な実践に触れる機会

となり，筆者にとっては，日々営む学生相談活動

の見直し，仕切りなおしのヒントが得られる貴重

な体験となった。また，筆者の心の中を占めてい

た，「これからの学生相談の輪郭，見通し」の不明

確さを払拭したいという必要性に迫られたもので

あったことに改めて気づくことになった。 

しかし，本稿を終えるにあたっては，いくつか

の課題が残る。まず，本稿では，すべての大学を

対象としたものではなく，対象とならなかった大

学を含め，調査研究が必要であることはいうまで

もない。また，文章化にならず，発表にならない

地道な実践，取り組みがあることも予想される。 

そのような意味で，本稿においては，情報の入

手方法，分類の仕方の適切性も含め検討課題が残

る。 

さらに，活動の有無を指標にしたため，活動の

効果，中身について，質的な側面については今回

検討していない。この点も今後の課題である。 
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